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3瓢鍛購＿
5．1　当部会におけるデザインコンペヘの取り組み

　当部会では、橋のデザインに対して理論的あるいは方法論的なアプローチだけでなく、それらの

実践としてのデザインコンペヘの参加を積極的に行ってきた。海外では、橋梁のデザインコンペは

かなり一般的に実施されているが、国内ではまだそのような機会に乏しく、多くの橋梁技術者にと

って、コンペヘの参加は不慣れな仕事とも言える。したがって、本部会では、コンペ参加を「デザ

イン実習の場」としてとらえ、次の2つのコンペに参加することとした。

　　コンペ①：清渓川橋梁建設アイデアコンペティション

　　コンペ②：戎橋デザインコンペティション

　①は韓国ソウル市の主催によるものであり、実際のプロジェクトに対する一般市民参加を目的と

したもので、国内外問わず、広く一般にアイデアを募集したものである。②は大阪市の主催による

もので、大阪の繁華街にあり多くの市民に親しまれている橋の架け替えに関するコンペである。①

においては、当部会から応募した作品のうち、数点が賞に選ばれるなど、成果も残すことができた。

以下に、これら2つのコンペヘの取り組みについて報告する。

5．2清渓川橋梁建設アイデアコンペティション

5．2．1　はじめに

　当研究部会では部会の活動の一環として2003年2月に韓国ソウル市が開催した「清渓川橋梁建設ア

イデアコンペティションjに参加した。また、そのコンペ応募の目的、コンペ要項、応募作品などを活

動成果として作品集にまとめた。作品集の内容を5．1．3に掲載する。

5．2．2　コンペ概要および結果

（1）　応募チーム数

・応募チーム総数　97

・チーム内訳　　　個人：31、企業／団体：66

・国別内訳　　　韓国：89、日本：6、ドイツ：1、中国：1

（2）　審査員

　3分野から11人が選出された。内訳は以下のとおり。

・造形及び景観分野　　6人

　　　パク・ミョンジン（ソウル大学）　　　　ソン・セイクァン（チュンアン大学）

　　　キム・ユイル（ソンギョンカン大学）　　チェ・カムシク（ソウル市議員・市民委員会）

　　　パク・ソンクン（ソウル市）　　　　　　キム・ソンキュン（ソウル大学）

・歴史及び文化分野　　1人

　　　チェ・チョンヒョン（ハンニャン大学・市民委員会）

・構造及び施工分野　　4人

　　　チャン・スンピル（ソウル大学）　　　　ハン・サンジュ（ソウル市）

　　　キム・クワァンヒョン（ソウル大学）　　ソ・ソクク（西永技術団）

（3）　審査結果

　全20橋それぞれに最優秀賞1作品、優秀賞1作品、奨励賞2作品の受賞となる。応募作品総数、入

選作品数総数は以下のとおり。
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・　応募作品総数　　　　455作品

・　入選作品数　　　　　57作品　（韓国国外チームの10作品含む）

　韓国国外チームとしては、中国およびドイツからの応募があったが、入選した作品は全て日本チーム

の作品であった。その中で当研究部会からも優秀賞1作品をはじめ、合計で6作品入賞することが出来

た。最優秀賞は受賞該当無しが多く受賞数が少ないが、当研究部会からも優秀賞を出すことが出来なか

ったのは非常に残念である。各橋梁の受賞者リストを表5．2．1に示す。

表5．2．1受賞者リスト

橘梁讐弩　　　　　最優舞賞　　　　　　優秀賞　　　　　　　　　　　奨励賞　　　　　　　　　辞

1 一該当無し一 韓国 日撮‘当部楽》 韓国 3

2 一該当無し一 唖該当無し一 韓国 韓国 2

呂 韓国 韓国 韓国 韓国 4

4 一該当無し一 一該当無し一 韓国 日本 2

5 一該当無し一 韓国 韓国 韓国 3

6 一該当無し一 韓国 韓国 日本 3

ヲ 一該当無し一 一該当無し一 韓国 韓国 2

8 一該当無し一 日本 韓国 韓国 3

9 韓国 韓国 韓国 韓国 4
翔o 一該当無し一 一該当無し一 韓国 韓国 2
11 一該当無し一 韓国 韓国 韓国 3
…瓠2 一該当無し一 韓国 韓国 日本繕翻鋤 3

総 一該当無し一 日塞太羨一幽鰯部翻 韓国 韓国 3

麟、 韓国 韓国 韓国 韓国 4
薯5 一該当無し一 一該当無し一 韓国 韓国 2

総 一該当無し一 韓国 韓国 日講（当灘欝 3
．霊7 一該当無し一 韓国 日璽儲部嚢） 韓国 3
ヨ8 一該当無し一 一該当無し一 韓国 日本 2

19・ 一該当無し一 一該当無し一 潤本戯部套｝ 韓国 2

翅 韓国 韓国 韓国 韓国 4

i織，、 4 1．3 40　　　　　　　　　　　　57

当研究部会からの受賞は以下のとおり。

優秀賞

奨励賞

橋梁番号13番

橋梁番号　1番

橋梁番号12番

橋梁番号16番

橋梁番号17番

橋梁番号19番

最優秀賞作品

東大門橋　　（起案：久保田善明氏）

清渓川入り口の橋　　（起案：永見豊氏）

シンボルアーチ橋　　（起案：永見豊氏）

虹の橋　　（起案：田中祐子氏）

出迎え橋　　（起案：井原努氏）

幾何学模様のアーチ橋　　（起案：高須賀文広氏）

（4）

最優秀賞はそのコンペのレベルや、審査の傾向を判断する基準となるため、参考として掲載する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　189



3薫蕊聾懸一一

1）橋梁番号3番　風流橋

　曳　㌔，　噸略魏哩
　覧雪・臓　噂輿騰q劇碑塑
　　を　孝　　　昏し廿藷馴磁四醤朔讐鵬

私ノ麹㌧騨戦曙

　　四曙　　　　　　　　勢q司

　　鞘の●9●　　　　　　〆
　　　　　望冒　　　　　　　　　　　》

　　　　●●♂聯　lll’魍

　　　　　　　　　　　　一魍’壁
　　　　　　　　　　　　一嬰コ盟塘麓鐵

響導u■

1η魂蝉憎賃忍齪

2）橋梁番号9番　舟上之橋
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清渓川橋梁建設アイデァコンペ　応募作品集
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〇
“

、梅　．1．

響，は：じめに

篇コンベ応募の1：；：1的

・鋼橋技術礁究会　驕梁デザインにおける3獄こ関する騨究部会の活動の中で、鍋観レ

　ベルの向上として、部・会開催博に部会喪による講鍍やW（1内でσ）勉強会を翼施して

　きた．、

・部会，メンバー‘，重景観叢務経験密が少なく、理i論的な勉強食び）次逆）ステップとして、繋

　践的なもの、実習的な勉強金の必要性が感じられていた、

・そのよう数中、杉山部会疑からソウル市が主催する清渓川橋梁アイデアコンペの紹介

　があり．本コンペを累観の実習として1鍵え，，謬繍することとしたか

【コンベ滲撫の方針】

・各メンバーが蝦案以上作品を応暮する．

・鋼橋ヨ支術研を究・会」）紅L織としてではなく、個人として参加する。

・鋼橋技術研究会としての鋼横にとらわれず、虜由な発想でアイヂアを提案する、

・受叢することを目標聾こ、経量矧生、構造性よりも構造的なおもしろさ琴’ユニークな発想

　に虫眼をおいて、提案する、，

・本1刊｝子‘、堂コンベ概要と出展作品をとりまとめたものである。

・応募作占瀞，t韓圃語に翻訳しているが、本冊：子醐ヨ本欝に再編集した．

■作品完峨畿で〃）フロー

コンベ嬰項の説明

り～・「12〆塞3

　　　こア台冨アこ3ンパく艶項の雛Ir尾

・碑£；メニペー・矧㌻艦気き∫ギマ妻ジ棚召

承解，＝籏終．ナζ蜜，久鍵硬

懲1．盤

停嚇o）洗練（1） ・辱轟｝．篭すぞ洗纏ら、環

・多鑑鰹拭ダノ襯慾（橘繁量善」

、謬隆

嬬蟷㍗イデ7お．三τ撃

ヂザ’b『毒麹鯵と，瓶彦1，吻侮賎

E］

卯3yOl，PoT

落緒ンパ…

菰見、葎．註章、’繰境，，

董麟．辮翻．塘戯、 鱈修

掌イデT’の酸懲

バ・一．く浅｛露薩，鱗i箪矯羨の魯慮

作品の洗練（2）

〔B，’01．〆塞0 杉』魚綴
浜翼、，嘆薙

κ鞭、久．侃捷菩．齋謎、

拠擁、鋼飾

・メ》・1’“一玲弗罷に蛇穿■姦蝋導羅

・跳i資宮、擁漿名称鼻〉’難

・co．パース化の鍛靱些

姦’般’バ殉…

礁議路、ヂサイ｝’力　耳ル蔑，

パース爾、翻談準備

叱一3！01’H

　・卜o1！25

曳’G鐸，鷺：承児、鐙Lli、

スケノ争鰯芋し疑＝蟹．罎，

覇纂繰融駄手紀二熱嘩

・（二G侮究、ユクw

・π意の繊鑛融鷲

熱海

羅顯

提出作品の作成

』多覇’作斑拳酷

・懲雛♪｛－酵ル‘奢a喜駄2

・謎務簿鍍の弗毘

03！01〆2β 桟鴛触
承寵．寄以i．グ、撫田、

期．欄

作品ぜ）提串

甘イ．ズ｝＝ラニ・昨蝶

者メニベ・”

・ソツ軍銃賀態灘儀播齢

03．・01．’2～　　核麺．然講
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M凱　　．2．

2，コンベ要項

■募鰹要項　漕渡川橋梁建設に対するアイデア

　　鍔㌶糊藷愚郡篇櫛叢㌶犀㌶li叢欝葛繊萎箭餓蔽葛㎜｝等

i贈離燦麟纏謝題離盆竺欝辮護灘贈えi
　　l　鋳いたし衆す，

夢募集対象となる橋梁
1，位置1滑渓川（チョンゲチョン）路

　｛太平路くテビョンノ〉入口岬新踏〈シンダブ〉鉄橋擾鑑終点｝

2規襖：道路醤梁馬カ所、歩行橋梁5カ所
　一第1区闇二武橋祠（ムギョドン）遭・｝敦化（ドン7ア｝門路〈1嶺囎6櫓橿梁〉

　一笛2区間1敦化門路ヤ興仁（フンイン》路く7番旬13番構梁＞
　一第；3区聞二興仁路佃才ソンビル曲く14脅一20醤櫓梁＞

　Φ募集内容1谷橋梁に対する構翻衆
1各区間ごとに1つ蹴の檎梁冶総つ以上の橋梁の臆疑決められた鰭に伽て・
　恥mpりtorGraphio（CG）又1ま、カラースケッチで応蒜すること．

歪
歪

弓・露募翼格・制限なしく外醸人も可能）

Φ応郵要項についての脱明会を開催
1、日時二2002年12月6日〔金〕午前11時～12時

2．場所＝ソウル特別布函小門別館1棟10階会鰹

弗露募に対する資艇応寄
1．串込み締切り・鶴02年12月20日（金）
2．方法』郵便・窓口持参（邸便での受付は、20圓消印分塞で有効）
3、応答：2002年12月27日（金）掌で溶渓1”ホームページに応答’ずる予定

書’糊｝㎜’’”w綿｝｝　　　．　　　　　　　　　　　撒㎜㎜脚鵬嚇｝楯塾門
1　“霜募作晶の受付け
｝
i・・藺期脈2003棚30日（木博前9距戦備
1　2，場勝，ソウル特別市清渓川榎元推進本鄙‘ソウル市役所新館3階）
i　3．提出繍類
i　　一略嘉作品提出書1部

i：譲鑛轟撫A2（42。N594）規格で3部
…

i4錫出方ま：窓購轍鞭で破付は不可）
…
　轟受賞作晶の選定及ぴ愛賞

i⊇護書認蕊i轟叢講緯調別鋤槻
…

i　　　　係輸　　　　　　　　　　隈鰭
ま

i　辮　　　　鑑糊　　　　　、
i　郷　　　100万ウ　2M20　　　縁
1鳩灌ゑて詳しく1ま、ソウノレ獅瀾11復元協本部の復元襯〔8腰z1ア、一飾2i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lL，黒盗蕉…篶熱怒鷹い・　　　　＿＿＿　　＿　　＿鴨　　＿藩

2憎i澤潅磁1…鵜鰭珍轟承・一・』ら！｛一シ（瓢，，，，‘，，，

綴巌勢麗運1二昌…ス薄翻li（4諺ンi！チ望ンン

一
〇
㎝

■湾渓川革道橋および歩道橋配置図

鷺・螺轡・誌礁轟噂、

ヰ

菱、史卜＝・一夢’　　4翫

＝塵：：㌔嚇”脚・・：

、　“離：騨・隔
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆ中劉売馴1ポー麟無、・“
　　　悶、，　　　｝鱒　愈，，⑪1

常　　　　　　　　　　　　　　　　窺

，1梵＼

智
．

’
・
寡

’
・・　臨”史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞳’斯鷺醤勢081、20一

　　　敷鷺磨F』・騨〆
　　　　鱗織驚藩

強轡　灘讐．

　　　　　　　　“

窒1轡磁争羅詑、3γ・・‘4噌鎗，爆乗から黛稼
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噺

趣

醜
淺
N
誉
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一
〇
刈

■溝渓川纏光響業

【溝濃川の過去】

189く）年代の清漢川の様子

20轍紀初の滞漫川及び水標橋

【清渓川の現往】

1953年の広橋
　（ゲアンギョ）

・周辺の風疑

　　　　　　　賊・ざ，．，，、、㌧一噸還

麟饗轡－擁轡鋼

現窪の漕渓川周辺

東大門（トガムン）区域一鰻死宵O

趨橘し）アンギョ）付近一復元前

軸｝　、喧、

【濾渓川の来来】

弊難織難纈顯
翻

衆大門（トンデムン）区域一艘元後

廣構（妙ンrの付近一復元後

灘
斬

煽

洩
騰
N
ヤ

等

姶



一
〇QO

3，提出作晶

ページ 区間 橋梁番署 氏　　　名 橋梁名称 スケッチ CG
癖藤 黒島 干葉穴 永見

6

1

1 7 1潭川入　ロの　。
7 1 々木　桂介 ロ　の　る ○

8 2 久保田　善明 清渓川橋 ○

9 3 フ めの良い O
10 3 々木　　郎 城9 ○
11 4 齋藤　展生 陽だまりの ○
う2 5 杉山達彦 新水標
13 6 有村　健太郎 チョン　・ルーフ 尋 O
14

2

7 波　　二 風フの
15 8 浅　　好則 ＾底 o
16 8 齋　　展生 Fin　Back　Brid　e ○
17 9 2 2’のアーチ
18 9 i百一 誘ける『
19 10 斎藤　栄治 クロスゲート ○
20 11 有村　健太郎 幸｝橋 ○
21 11 久保田　　・明 スケルトン橋 ○
22 12 2 シンノ、ルアーチ

23 12 太田　雅夫 スベーストラス o
24 13 杉山　多 五虹門橋
25 13 久　田　ロB 大 O
26

3

14 藤　　剛直 3つの歩B橋 ○

27 14 熱海　晋 未来へ昇る橋 ○
28 15 岩田　知子 川に遊ぶ橋
29 15 小枝　　重 チョン』・ク1スタル O
30 15 ”　保 Gon　Gon　唇
31 16 田中　裕子 虹の橋 o
32 16 久l　EB 未　へ羽1たく
33 17 井原 出’え橋 ○
34 18 永見　豊 ダブルデッキ橋
35 燦8 大揮　、 スレン　ー
36 19 多　　文広 何嵩　　のアーチ O
37 19 渡邊　秀養 三弦トラスとスペーストラスの

複合型ハイプトラス
○

38 20 久傑田　善明 天空の構
39 20 斎奪栄治 出会いの橋 ○

lw

薮
一褻

．褻

…1…

奪



産垂灘麹糊燃 橋梁番号，1

・平面的な橋の他に川沿いの道路を立体で横断できる醗橋を加えた。

・河川．圭二には優美な懸：垂曲線が現れる。

・・清渓川の1番闘の橋としてふさわしい特徴的で優美な構造とした。

　また、吊橋からはチョンゲチョンの橋梁群を眺めることができる、

畢SOE》筐W

蝉？．．尋．

｝oくρ

■　Bコ民OSξYεV夏聾酵

　　　　ロロ　み　　　　　　ドロ
　　ゆむ　　　　　　ド
嚥麟鑛難螺騰翻’

灘麟轍灘轍甑＿

闘印籠DE鑓GN

　・鰻美な懸鋸曲練

　・チ三；｛ンゲチ三1ンの繍般瀞を曉め為ことがで嘗難φ

醸
ゆ

撫

洩

遷
誉
慌
讐
誌



図oo 、聾“

橋梁番号．1

・弼側歩道は上下欄を床版構造としたフィーレンディール形式とする

“

・
．
上
床
版 はカバードブリッジのイメージを出す。

・・下床版はPC床版で歩軍道を一体化することで、構造的に無理をせ

ず、しかしさりげない癒張を忘れない橋のデザインとした。

・横剛性を高めるための部材はアーチ形状とし、合理的な構造性とと

もにゲート性をも演出する、、

・柱の外側には連続した張出しデッキを設け、1雨1廊のイメージを効果

的に演出する。

　　ドドニドメ’灘睡醗欝

　　》｝ア

ー≦豊1……無

．煩辮監漣磯加、

護



溝櫻翻橋 橋梁番号，2

・9恥線の蓄道と歩適を分離することで、歩行奢の安全性を確保する

と岡時に、排気ガスや騒亡からも歩行渚を守ることを考えた。

・歩道部は、橋の中央にゆくにしたがって外側に張り出しており、ま

た、床をガラス張りとすることで、人々が必然的に川の存鞍を慧識

するようにデザインした。

・歩道部が曲線状になっているため、桁の4箇所に支柱を立て、バッ

クステイケーブルで箪遵橋側に疋着して補剛した。また、支穏先端

には照明を設置した。

・後活した清渓川に対して、人々はそれぞれにどのような思嚢を巡ら

せるのか。その思索のきっかけを、人々にいつまでも｝えつづける

ことのできる橋でありたいと願っている。

勘
、

．3．

図o
一

田　B聾≧DSεY薮V正脇’

識
斬

畑

激
鳩
N
￥
町
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蟄



凶o
凶 盤iiiiiiiiiiiliiiil繭…難・、…鰹　　　　号．5

　・歴史のある街並みに歴史を感じさせる橋として木橋を提案する。

　・アーチ部材にも歩道を設け、高い位置から風禦を眺められるように

　した，，

膿SDE　V正W

■　FREεDES：（除｛

幽い位置か’の眺め

藝
，褻



橋梁番号，」

・チョンゲ川、宮廷等の撚史、文化を感じさせる城壁内に位置する歩

道橋であるため、歴史を醸し出すように重摩感のある石造のタワー

からなる自錠式吊橋とした。

・タワーは南北を行き来する人々のゲート的な位置付けとして橋面は

植樹粥を配置し、人々の交流、落ち瀞ける場所として計画した。

・高欄は、河川敷・橋上利用蓄の視線の妨げにならないようにシンプ

ノレなヲ形耳犬とした。

琶o　．ゆ．

図oQO

瀧
斬

煉

激
噛

N
￥
u
慌
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謙



酌o
“

橋梁番号．4

・石造りの禦厚なイメージを前面に出し、歴史あるソウル市を象徴さ

せる。

・側面全体を階段形状とし、清渓川へのアクセス機能をもたせる、、

・高欄は、全面が階段であるため設置せず、橋雌．Lのさらなる開放感

を印象付ける。

・金体的にはスタジアムの観客籍をイメージしお握時に肌、サラリ

ーマンが錐うような、市民の目由な憩いの場を演出する。

’
纏
欄
鰍

，，，

櫨

，鴨無EεDεs熾

　1　　　　　　　■

　　　1　　　　　『■’　■■　　　、

　　1

lw

欝

垂



図o
㎝

橋梁番号，5

・主椛、横梁、高欄の形状にオリジナルの水標橋のデザインを踏襲し
た。

・車道面よりも高い位置に歩適面を計画し、眺塑の良い空閥を創って

いる。

・橋脚を持たない単篠間橋梁とし、桁下窪間の開放性とスムーズな流

水を考慮した。

洩・．り12。

無．
　・親柱は、水標橋4）名前4）由来にも徽ったi’水標．iという緬柱をモチーフとした

，論で壱～ヒ歩行髄アk辺駈づけ驕勲蘇煽脚．制O．5とN〔1．6をPair

　昏lrldg♀sとガ’ることが提案できる穿

溝
ゆ

鮎

激
騰
N
ヤ
“
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n詳
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難轄i鞘……騰卿ぶうすレ側
橋梁番号，7

～　風水をメインテーマに　～
・濁水の“山が気を集め、水が気をためる”響え方に基づき、欄をr中心に衛が栄え、

　禰に人が集いにぎ鑑）う場となるようにした、，

　三強サークルトラスそ橋σ）構造体とし、うねる形状からr山並みゴを表．現。

。歩道にバルコニーを設け、道路面とあわせて橋麟なヂ池．1に兇立てるやそして覚
　と入が集う’場に脅

～　サークルトラスは自然な形に　～

・構造体｛よ瀧弦サークルトラスとケープルによる吊られる橋桁から構成こ

・サークルトラス」）形状駄、トラスからケーブルで橋を吊ることにより斑梁る1’自
　然なたわみ．、　「自然なねじれ．iオヒ表王旛

　妻側から見るとサー一クルトラス隷ウェルカムゲー・トとなる。

～　安定性があり、かつスレンダーな形に　～

　支間中央では、ねじれてたわハ．だトラス、変断醐の橋桁により側顕からの娯観猛

　スレンダーな形状に存

　蕎柱上部に繕めに衡を設け、サークルトラスが内側に変形するカに抵抗し創蹄式
．、．．．昂．ゆ構遣を構成φ，．，．．．．．．．．．．

猶SDEV劃

洩・．◎1’㌧

翔　B厭DS　EY…三V正、酵

　　　プノ

嚢姦響

躍’
、、

、“

鱒o
刈

構，

’属グ

o
．
鍵

導

Φヤ

口，触藍DE鑓G鈍

　　『膨のなりたち』を示宣

魚翫力獣態 ・秀瑛形

　　　讐一一…一…、　　　　鱗，貫ソ欝、㌔獅
、
、
醗
輩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドΨる

闘面

簿壕・

．A断．豊

《劉1榊

＼　　　溶認臨

．璽鯉．

落璽）㌔，篤拗

　尊

溝
噺

幅

醜
騰
N『

ヤ
㎏

一
x

難
姶



鱒oQO
橋梁番号　8

・コンクリート桁と下部工を一体としたラーメン橋である。

・シャープで流線的な舟底形の主桁断面と桁高；を変化させ、シンプル

としながらもスケール感を持ったデザインとする。

・高欄はシンプルなデザインとし、付加的な要索を省く。

・桁下からは独特な孟桁曲面やボリューム感に加え七打ち放しコンク

リートならではの質感などが印象的な構造物とする。

顧50εV卸》

置舐DεS焔瞳

撒

・蝋鑑
　　蝋

一灘　　　　灘
　　　　　　　麟　　　　　　鼎

　　　　　　　　漁獣　　　　　　　　　　　鞭

簸◆礁翻

欝

　　　　講

　　一

　　職嫡

撫灘

　　　　灘…

’馬

蓼



橋梁番号，8

・大砺1心PC桁形式を採用することで、構造的な合理性を保ちながら

印集的な橋齎上の演禺を試みた。

・過度な主彊を避けた端部定着構造は、圓りの雛観を蹴審することな

く、しかしながらしっかりとした橋の存在を印象付けるデザインで

ある。

・親柱を兼ねた端部の定篇構造を4対とすることで、橋を渡る歩行着

やドライバーにも清渓川の存在を効果的に悪識させることができる

o

］SDE》齢

燦・．．婚．

図oo
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凶
一
〇

　嚢綴灘羅簿　　　遷蓮の獲一チ橋　　　　　　　　　橋梁番号．9

0■曝購
　・9鴇橋とi　o　・橋の橋脚を利用して、冨i床版橋を河川撫間に架け

　た案．

　・河娼の鋤側に歩道がないため、海川に親しむことが出来ない、，そ

　こで、9号橋と10讐橋の間に歩道を設け河川空間に親しめるよ

　　うにした、、

　・河川摩からは2種類のアーチを眺め、橋を渡る人は街叢みを眺め

　ることができる、、

■　B皿PS　EYE　V正薄》

曜SIDE　V正W

■　FR匡E　DES：G製

畢

れ勲潤礁

　　　　弼1鉦捌との額しみ．
　　　毒

，蜘
i鯉

…褻

、嚢

馨



橋梁番号，9

・昼間は測川景観が主題となるにぎわい窪間として、夜はゴージャ

スな橋面と融り材の巧妙な構造体が

・夜澗の商店街とともに難やかに浮かび上がる都市空間としてデザ

インした、，

・橋梁の構造体としては鮒景観から見て透き通った印象のある（張

弦張構造→3連非対称アーチ構造）を採用。

・柔らかな太鼓形状は周辺の河川窪間にも洗練された大人の優しさ

を演出する，，

・周辺の商業空聡の華やかさを演串するためにも、ガラス床級とシ

ャンパンゴールド系の華やかな

メタリック系の色彩を採胴

璽SE）E唯w

No・　．略．

図
一
一

溝
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激
沌
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凶
一
図

橋梁番号，鴇

◇歴史と現在の結界となる橋

　北東に漿大門、北凶に錨徳寓、農慶宮、宗廟を配する本橋梁は歴
　史豊かな土壌を有しているザー方南側には韓國一・情熱あふれる簡
　榮窯間となり、本地煎は歴史、商業の融合した魅力ある窯闘が期
待できる地点である。その醐満のエネルギーを吸収し、融合させ
　る結界を誕生させる。それが本橋梁である◎

◇出会いを創出する交わり

　人と人、過嶽と今そして来来が出会う場所、それが本橋梁である。
　車から阻欝されず、人が交わりアーチクラウンにたたずみ眺望す
　ることにより、そこに新たなカが誕璽するのである、、

◇レゴブロック架設

　アーチリブはブロック化することにより軽錨で運搬に優れたもの
　となる．また1部材をレゴブロックのように組み，立てることが可
．．．．．．能な構造である，ため、．．．．施二1二性に，太変優れているひ．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．，．，．．，．、、…．．．，…．

贋SのE　V正W 『灘購』

鷹FR臣De31G艇

ア…一チリブのブロッケ化

レゴブロック

1磐曝一聞縄

1加

響

琴



橋梁番号，11

・韓麟の象徴的なイメージであるぎまがたま』をデザインした羅根

を設け、橋．．隠二に酒気ある交流できる甕悶を設けた。

・橋．．とで市場を催せば、人々が集い生き盤きとした橋になるだろう。

・イベント時に闘頗勉のようにツートンの『まがたま醤が交わるよ

うなライトアッブ、，（通常は聞接照明を基調としたライトアップ

で建まがたま話iの形を浮き彫りにする）

・自然を感じるように木をイメージしてヂザインした支柱。

・まがたまをイメージした円形の装飾を施したデザイン高欄。

魏SPE》悠W

聴α．．2，．

　ψ

　　F　F　　F　F　　F　F

難涯

蝋・、’1蕪
　　　、N

図
一QO
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垂灘継整ヂ橋

・地域のシンボルやランドマークとなるアーチ橋。

・見る角度によて）てケーブルが様々な表情を見せる。

橋梁番号、12

嶺SIDE蜘 灘灘灘繋撒黙灘韓

漁．．22
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橋梁番号．12

◇チョンゲ川の周辺環境と調和したデザイン

・チョンゲ川と調和する軽快さと、新しい商業地域と調和する斬新な
　空間イメージを感じさせるように、下弦材がアーチ型のスペースト
　ラス橋とした、

◇歩還部は河川沿いの歩道と一・体としたデザイン

・楊梁の歩道部は河川沿いの歩道と融合した公園となることを意識し
　、タイルとガラスブロックで河川沿いの歩道部と同様の唯松模様分
　舗装を施し、さらに、テラスも設けた、、

・舗装の市松模様にガラ界ブロックを用いることで、ライトアップさ

　れたスペーストラスを橋面から見ることができるようにした。

◇ボールジョイントによる格点部のデザイン

・スベーストラスの格点部はボールジョイントでパイプを結合させる
構造とした。

難謹
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橋梁番号，15

・5連のアーチが「置間水橋」をイメージさせる。

・親柱が融床版のケーブルのアンカーの役割を担う。

・広幅員の橋梁となることから、桁下空間を出来る限り明るくするた

めに歩扇道分離を提案した。

洩・、．2コ．

・都城の城郭をイメージした親
柱が、東大門（興仁門）との関
連性を高めている。

・城郭を模した親柱は展望台に
なっている6

・高欄は韓團の伝統的な模様を
用いてデザインした。
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蘂i灘鍵閲橋 橋梁番号．15

・多くの人々で賑わう東大門饗隈。賑わいの場所から東大門を結ぶ大

通りにこの橋は位躍している、そこで、この大通りの軸線を簸も効

果的に演出する象徴性とゲート性を橋にもたせることを憲図してデ

ザインした。

・9璽線の道路を跨ぎ．突に高くそびえ立つ大きな赤いアーチは、東

大門の新しいシンボルとなる。また、アーチの奥に東大門が見える

という景観的構図は、棄大門の象徴性を商め、新しい魅力を焦み出

すであろう

響
総
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釜
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攣翻懸鱗繍 橋梁番号，14

・韓瞬の團民のエネルギーを上向きの方向性に例え、h向きのベクト

ルをモチーフとした。

・アーチリブの紫材に賑Pを用い、シームレスで滑らかな褒面で製

作する。また、アーチリブ、ケーブルをKζ）rean　Redで塗る箏に

より、輯瞬の鰯罠の沸きあがるエネルギーを象徴し、モニュメン

　タルなアーチとしたQ

・アーチリブの断面をヒに凸なカープとし形状の統一性を持たせた，、

また、アーチリブのカーブに沿ってケーブルを吊ることにより、

橋軸方陶からの視線からも．．1二向きのベクトルを表現した。
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橋梁番号，！4

・箱桁形状を太鼓状とし支間中央で必要な桁高を確保する。周面に

階段を配置することで、橋面1二の盤り上がりを構造ではなくデザ

インとして印象付けることができる。そのため、側面景観上、支

問中央部での桁高は低く見せることができる。

・歩廊部を3つに分け、それぞれが清渓川景観を楽しめるデザイン
　とした、，

・中央歩廊部の盛り上がりは60c皿軽度とし、適度な主張と橋梁端・

部の悪勾配を避ける（バリアフリー効果）。

・中央歩廊部の歩行指は、平面歩廊部の歩行薪に邪魔されることな

　く河周漿観を楽しむことができる。また、踏段があることで綴欄

を配臓することもないため、極めて開放的なスペースを演出でき
　る。

繧SDξV正W

ン竃

諺

　　醸
鮎
騰難，
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媒
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”麟熱
薩窪，濃・

　　　　　　　　　　属

■1R匪D欝：G鰻

中央歩灘と平面歩廊は橋順テクスチャーを変える
柔らか舘曲線が平画歩廊に変化をつける、，

嵩欄の膝い．開放的な中央歩鹿部

【㎜《旨る粍め醐衰コ
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　　　翔■勝・
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橋梁番号，15

・復冗したチョンゲ川に気軽に親しむことができるように歩道橋の

中央部から護岸への昇降階段を設けた構造とした。

・道路橋と歩道橋は分離構造としている・

建SDE　V劃

適・．．路．

㎜懸編

識
噺

坤

曳
騰
N
ヤ

起

喰



凶
凶
図

饗“　　～9

、……，鰐竃，嚢i，離翼ダ・クリスタル橋 橋梁番号．15

・桁高をできる限り低くして，桁をスレンダーにして軽快さを出し

，桁下窯間を大きく確傑させて解放的にしている．

・総幡員が約36mと肱いため，桁下に光がささなくなり，暗くなっ

てしまう．そこで，各桁閲に光ファイバーを設綴して桁間に光を与

えて桁下全体を明るくしている．

・全体的にクリスタルな雰囲隻くに形成していく．

藤　SDEV荘i》》

・’妻馨蜘燃，・響鞭蜘… 、蛍欄貞

鵬限EεDεS：（粥

・地覆は光ファイバーとガラ
ス構造を組み命わせたもの
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奪o蹴9　橋 橋梁番号，15

・上下部構造を同・…凸鋼管部材とする事により，橋全体の一体感を持

たせる．

・パイプオルガンをモチーフとし，密を楽しめる橋とする，

・鋼管高欄を植木鉢とし，そごにはソウル市の花”レンギョヴ’を植え

る，

懸毒，辮難麟、

ぎ9、，坤．

・バイプオルガンをモチ…フとした高欄、

・（曹賠を持つ鋼管，叩くと黄色が出る．
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・墨は太陽の光に当たって、夜はライトアップすることで七色の光

が楽しめる。
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橋梁番号，16

・復活した清渓川と、新しく生まれかわる周辺の街並み、人々が集

い、生活する場に架けられる橋として、本橋のデザインは、未来へ

の希望と夢を象徴する開放的で明るいイメージのものとした。』

・主構造は、二本のアーチが外に開いたかたちをなし、塞へ向かって

開放されたイメージを麦現している。また、歩道部分も中央で拡幅

しながら盛り上がり、全体として、羽を瓜げた蝶が今にも飛び立と

うとしているかたちを表現したり

・色彩も、蝶をイメージしてカラフルなものとした。
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　　　　i難、欝懸＿．＿…一．｝．＿闘制宏

・通学、通勤時に使って欲しい橋。

・艶塔は人と人とが手をつないでゲートを作るような形をイメージし

ている。
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　　　　　　　　　、
　　　　　　　灘雛繊雛鯉蕪橋　　　　　　　　　　橋梁番号，18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　■

・片側の歩道位置をi、著くして、川沿いの道路を慮体で横断できる構造

　とした。

・ヒ鱒の歩避からは広い河川匁間を眺めることができる、

O　B1険DS　EY…三VIEVず

軽D腔w
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋梁番号．’掲

・支閥部に鋼構造を用いることで、支間部の自窮軽減及ぴ桁高の低減

を図った。

・桁下線を、鋼講造とコンクリート構造部分を連続させ、連続感を創

る。

・橋面も桁の拡幅に奮わせ拡幅させ、その部分はベンチを設けるなど

、幌点場として使用する。

彫50εV正W ・毒麟

lw

蓼
窯

欝
蓬



凶
図o

橋梁番号，19

・授スパンに対応する構造形式

・アーチ橋はどの地域においてもシンボル的なものとなっている

ので、今回も付近のシンボル的なものにすべく選定した。

・二一ルセンローゼとすることで、曲線に薩線的なシャープさを

付加。

麹SIDE割
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窒 悪強、繋繋蒸とスペーストラスσ）

§、灘鍵ノ鐸ブトラス 橋梁番号．19

・形式はパイプトラスとして、都会的な雰囲気を出した。

・歩道にトラス部材を露出させ、橋．．ヒにも橋の存往をアピールす

ると共に、歩道部の空間をトラス部材で覆うことにより歩行蒋

に安心感を・与えたひ

・また、河川敷から橋を，兇たときにも橋が川の雰囲気を壊さない

ように、透明感の南るデザインとした。

・歩遜部は植栽を設け、川の白然と融禽させる、、

・夜間にも、パイプトラスの構造美を演出するため歩道部よりラ

イトアッブを計画した．
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、ii…灘雛鞭橋 橋梁番号，20

・漿に架かった虹を渡るように橋を渡る。橋擾εO　mという、20橋の

中では最も提い歩道橋のデザインに、その夢の実現を試みた，，

・大きく曲線を描いた開放的なデッキを、伸びやかなアーチで支える。

デッキは曲線の内側を吊られ、頭上のアーチは傾いている。人々は、

ガラスと木で構成されたデッキの．．ヒを歩く。

・このような非対称で一一・見不安定に見えるかたちを、構造デザインで

　ダイナミックに表親した。
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橋梁番号．20

　対簿までの移動の聞に人は何と出會うであろう。時・人・自然、人により出会う
　ものは違う力電本槽梁が我々の生溝に・陣の風をもたらしてくる・そんな橋梁であっ
　て欲しい。

◇時との出会い

　S路の串央にたたずみ、チョンゲliiの．王：流を眺める特、その流れが嵐が輯鮮1響代
　からの弩蓬史を蓉義え、ヨ麦々ソ）’“’浩暑こ黎1みを惑じさせるで蓬うろう、

◇人との出會い

　対彫に逢いたいへに食い‘こわく時、斐く持ち｛よ体の．葛腱を超．ていく乎　しカ・し、、噂

　として逢う談で鈴楼，どかしさ，切稔さが‘1姑、と逆）1余いを躍iに漂めてくれ為　峯

　，携梁はそんな橋であ弓たい、
ぐ
．
麟
然 との出会い

　対齢渡、髪での鮒、我セ嫉1続，ツう　・ずヂニモンゲ川流域の穫髄した携鷺葬爵に

　焼ぎ付髭一ととな急、裟た、観興、．孟り蘇鑑したチョンゲaiからの新た取息唆、
　塩命乞峯輪梁‘壷段々にもたらすであろう

璽51D匠V正W
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4，おわりに

　日本のODAで，全長6Kmにわたりlilに蓋をし，そこを道路として使用するだ

けでなく，その上に高架橋まで建設して．ソウル市の中でも最も交通量の多い

箇所となった処を，今度は高架橋を取り除き，蓋を外して州を復元するという計

画があるという話を聞いたのは少し前のことである。復元する｝IIの名は清渓川

と言い，鼠水地理学的にはソウル市にとってきわめて重要な川であり，韓国民

なら誰でもその名を知っている川だという。現ソウル市長がこの川の復元を選

挙公約にしたこともあって．いよいよそのプロジェクトが動き始め，まず市民へ

のアピールと，アイディア募集を兼ねて，川に直行する道路をつなぐ20橋のコ

ンペをオープン参却で行うということを知った。丁度そんな折りに開いた「橋梁デ

ザインにおける3Eに関する研究部会』の全体会議で各班の研究成果を聞いて
いて，この部会全体でコンベに参舶することを思いついた。と言うのも．部会員

には景観設計の実務経験者がきわめて少なく，理論的な研究に加えて，より実

践的で，実習に近い勉強会の必要性を感じていたためである。牽いこのコンペ

では制約条件が緩やかで，自由に発想できるため，部会員が取り組む課題とし

てはまさに打って付けであり，格好の演習課題が与えられたものと判断した。

二人を除く部会員全員が最低一つ以上の案を作成した．二つ以上の案を出した

者の中で，他と類似している案などを外すと共に，コンペに出す橋梁案としては

不向きであると思われる案は，変更の方向性を添付して案の再提出をお願いし
た。その結果。34の墓本案が集まったが，これらをコンベに提出する作品に仕

上げる作業が大変であった。その一つは形の洗練作業である。本来なら部会

貴全員に自分の案の形の洗練を自分自身で行って貰いたかったが，時間の制
約があるため。班長や幹事を中心に集まれる人だけでこれを行った。ただ，こう

した作業はやはりコンサルの人が手慣れており，最後はコンサルの部会員が

形を洗練させた。各人が基本案を作成しているだけに，最終的な形との差異は

より敏感に感じられるに違いない。これを通して．景観設計の一端が伝われば

幸いである。もう一つはコンベ提出用のCGやスケッチ園の作成と最終的なパネ

ル作りである。CGは千藁大と永見氏が中心となって作成したが、複雑な形状の

橋梁をCGで作成すると締め切りに問に合わなくなる危険性があったため，スケッ

チで表現することにし，外注することとした。提出間隙の最終的なパネル作りで

は，班長や幹事は朝の6時まで徹夜して仕上げることとなった。

これらの作品の幾つかがコンペで入賞することを願うことはもちろんであるが，こ

のコンペヘの参加を通して部会員の景観設計に対する理解がより深まることを
切に願うものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部会長杉山和雄
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第5茸デゲインコン’ぺ参勿覆告

5．3戎橋デザインコンペティション

5．3．1はじめに

（1）　コンベ応募の目的

　「清渓川橋梁建設アイデアコンペ」での経験を活かし、さらなる実践の場として本コンペを活用する。

（2）　コンペ参加の方針

　・「清渓川」では全員参加を基本としたが、今回は任意とした。

　・部会で数点の出品を目指す。

　・鋼橋にとらわれず、自由な発想でアイデアを提案する。

　・受賞することを目標に、経済性、構造性を考慮しながらも、コンペの主旨に合致する、魅力的な空

　　間創造に寄与するデザインを提案する。

5．3．2　コンペ要項

（1）　コンペの主旨（大阪市建設局ホームページ要約）

　　大阪・ミナミの道頓堀川に架かる戎橋は、老朽化に伴い架け替えを行うことになった。長年、大阪

　の人々に親しまれるとともに、全国的にも著名であることから、戎橋の外観デザインにっいて広くア

　イデアを募ることで、新たなミナミの顔として生まれ変わることを期待している。現在、道頓堀川で

　は水辺整備事業も進められており、新しく架け替えられる戎橋とともに、今まで以上の賑わいと人々

　に愛されるまちづくりを目指。

（2）　募集要項

　1）　主催者及び事務局

　　主催者：大阪市建設局

　　事務局：戎橋デザインコンペティション事務局　（大阪市道路公社内）

　2）　テーマ
　　戎橋の外装デザイン（高欄、照明、橋面、遊歩道に接続する通路等も含めた橋梁全般）

　3）　競技方式

　　　　1次審査：全応募作品を審査し優秀作品を3案程度選定

　　　　2次審査＝優秀作品の提案者には基本設計を委託し、その成果でもって、審査により最優秀作

　　　　　　　　品1点を選定

4）　応募資格
　　制限なし（ただし、基本設計を実施可能であること）

5）　使用言語

　　日本語または英語

　6）　応募作品の仕様

　・A3サイズヨコ3枚以内（用紙はパネル化しないこと）

　・デザインを表現するパースまたはCG

　・デザインのコンセプト（400字以内）

　、・デザインを説明するために必要な図面
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7）　作品提出の方法

　・作品提出先は戎橋デザインコンペティション事務局

　・郵送または輸送代行業によるものに限り、直接搬入は認めない。

　・作品受付け期間

　　　　平成15年8，月15日～平成15年9月30日（当日消印有効）

8）　審査

　①審査手順

　　　　1次審査：審査委員会により全応募作品を審査し、3点程度の優秀作品を選出

　　　　2次審査：建設局選考委員会により優秀作品の基本設計を審査し最優秀作品1点を選出

　②審査基準

　　　　1次審査ではアイデア、デザイン及びコンセプトに重点を置いた審査がなされ、2次審査で

　　　は構造面、実現性等の観点から審査する。

　③審査委員会構成

　　　・審査委員会

　　　　　委員長　三輪　利英　（福山大学名誉教授）

　　　　　委　員　鳴海　邦碩　（大阪大学大学院教授）

　　　　　　　　加藤　晃規　（関西学院大学総合政策学部教授）

　　　　　　　　篠崎由紀子　（（株）都市生活研究所所長）

　　　　　　　　藤本　英子　（京都市立芸術大学美術学部デザイン科助教授）

　　　　・戎橋技術委員会：建設局橋梁関係職員

9）　特典等

　　・優秀作品はホームページ等において公開する。

　　・基本設計にっいては委託業務となり、業務委託ゐ完了後100万円（消費税別）の委託料が支払われ

　　る。

　10）　審査結果発表

　　　審査の結果は、報道発表、ホームページ上で発表するとともに、優秀作品の応募者に文書で通知。

　11）　知的所有権及び応募作品の取り扱い

　　・応募作品の著作権・意匠権等は、応募者に帰属。

　　・入賞作品（最優秀、優秀）及びその著作権等の知的所有権の全てまたは一部は、〈仮称〉戎橋架け

　　替え事業及び関連する周辺整備事業（以下本プロジェクト）に使用する。また、主催者である大阪市

　　は入賞作品の提案内容を一部改変して本プロジェクトに使用する場合がある。

　　・入賞されなかった作品の提案内容の一部を本プロジェクトに使用する場合がある。

　12）　失格

　　以下の事項に該当する作品については、審査対象から除外する。

　　・応募票の記載内容に明らかに虚偽があるもの。

　　・応募作品に応募者を特定できる記載があるもの。

　　・提出期限内に提出されなかったもの。

　　・既に発表された論文、デザイン作品と同一のもの、あるいは著作権・意匠権等知的所有権の侵害

　　であることが明確となったもの。
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第5葦　デ塀ンコンペ魏殻告

　・その他、当募集要項の内容に明らかに違反するもの。

13）・スケジュール

　質問受付け期間：平成15年8月15日～平成15年9月10目

　質　問　回　答：ホームページ上にて公開

　作品受付け期間：平成15年8月15目～平成15年9月30目

　1．次審査：平成15年10月初旬

　基本設計：10月中旬～11月中旬

　2　次審査：平成15年11，月下旬

　審査結果の発表：平成15年11月28日（予定）

（3）　計画条件図

計回条件図
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（4）　現況図
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（5）　現況写真
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（7）　提出書類

戎橋デザインコツペテfション

◆作品提出時にこの用紙も提出して下さ暁

Ple日se　subr皿t　this　for皿㎏ether　with　your　ent耶

日付＝　年　　月　　日

DATE：

◆応募者名　Apphea誠

氏名

（Name》

　署名
（Si　atu粕）

　住前

（Ad㈱）

電話番号

（TEL》
e・m臼且

業・所属・部署甑uゆ細翻ぱc㎝胆h

　’甑’Namof曲繭c幽雌e叫menL）

　　　◆募集要項12に即して、知的所有権に関して、必要事項を記述してくださレ㌔

　　　　Please冊1te臼ny　necess町y　m8tters　on　in乞enec七ual　property　rights　in　a冠cordanoe　with　chapter12血

　　　醐届肋認伽吻伽邸処

5．3．3　応募作品

　当研究部会からは2作品応募した。

（1）　応募作品その1　（起案：永見豊氏）

（2）　応募作品その2　　（起案：杉山達彦氏・熱海晋氏）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴鳳，，一．．
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第5章　デゲインコンペ魏覆告

5．3．4　結果

　本コンペには、海外からの応募も含め、総勢217点もの応募があった。このうち1次審査を通過でき

たのは3作品のみであるが、当部会から応募した2作品は、残念ながら1次審査を通過することができ

なかった。しかし、デザインの実践の場としてのコンペの活用は、部会員のデザイン能力の向上と定着

に大いに資するところがあったのではないかと考えてし挿。、＿、，

5．4発表論文

　コンペ参加を通して、橋梁技術者がデザインを実践的に学ぶことの意義や効果について考察し、第58

回土木学会年次講演会で発表した。

・杉山和雄，永見豊，大波修二，久保田善明，熱海晋，杉山達彦：アイデアコンペ参加による橋梁デザ

インに関する一考察　一ソウル市清渓川橋梁建設アイデアコンペ参加を通して一，第58回土木学会

年次講演会論文集．
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土木学会第58回年次学術講演会講演概要集　膵一313

アイデアコンペ参加による橋梁デザインに関する一考察
　　　　　　　　チョンゲチョン
　　　　ーソウル市清渓川橋梁建設アイデアコンペ参加を通して一

千葉大学大学院正会員
（株）長　大　　　正会員

三菱重工業（株）

　杉山和雄

O永見　豊
　大波修二

石川島播磨重工業（株）正会員　久保田善明

（株）宮地鐵工所　　　正会員　熱海　晋
（株）オリエンタルコンサルタンツ　　　　　　杉山　達彦

1．はじめに

　橋梁を代表とする公共構造物は長い年月をかけて地

域に根付いていくものであり、設計に携わる技術者は

機能（Efficiency）、経済性（Economy）、優美さ

（Elegance）の3Eを追求していく必要がある。

　主にメーカーとコンサルタントの橋梁技術者で構成

される鋼橋技術研究会の「橋梁デザインにおける3E

に関する研究部会」では3Eに関する研究活動を行っ

ているが、橋梁デザインの実務経験者は少なく、どの

ように取り組んでいけば良いか悩む技術者が多いこと

が分かった。そこで、本部会では、ソウル市主催のオー

プン参加型橋梁アイデアコンペが比較的制約条件が緩

やかで自由な発想ができる内容であることから部会員

が取り組む演習課題と位置付け、参加することにした。

　本稿では、コンペ作品作成時に最も苦心した点とそ

の対応およびコンペ審査結果を踏まえ、橋梁デザイン

に取り組むにあたって何が必要かを考察する。

2．清渓川橋梁建設アイデアコンペ概要

　ソウル市では、川に蓋をして建設した幹線道路を撤

去し、清渓川（チョンゲチョン）を復元する計画（図一1）が

進められている。本コンペは川に直行する道路をつな

ぐ20の橋に対して、市民へのアピールとアイデア募集

を目的としたアイデアコンペであり、2002年12月から

03年1月の間に募集されたものである。

現況 復元計画

　区間

橋梁番号

橋種

幅員（m）

橋長（の

※）

表一1橋梁諸元
　　ニめ　の　

　、9110瞬12
道1卸釧道闘道
32i26i6i291…
25i28i28128i28126

図一1　清渓川復元計画

　橋梁諸元は幅員6mの歩道橋が5橋、幅員16～40mの

歩道付き道路橋が15橋であり、橋長は上流側の16橋が

30m前後と規模が小さく、下流の4橋が60m以上であ

る（表一1）。作品規格はデザインの着眼点、鳥融と河川軸

の視点の着色パースおよびフリーデザイン（図面や夜間

景観等）で構成されるA2サイズパネルである。

　　　：住宅地
13 14115 16 1718 1912ゆ

道1歩道道、道道 道1歩

3．作品完成までの手順

　作品完成までの作業（図一2）は、コンペで求められてい

る要件を踏まえつつオリジナリティのある「アイデア

出し」、条件を想定しつつプロポーションや部材寸法

を決定するr形づくり」、C　Gや模型等の視覚資料を

元に細部の収まり等を作り込む「形の洗練」、提出用

のイメージ画とパネル作成の「プレゼン検討」の手順

で進めた。

　　　　　　　く着眼点＞
　　　　　　　・求められる要件
　　　　　　　・斬新な構造形態
　　　　　　　・空間の使い方

　　　　　　　・構造的な合理性
　　　　　　　・プロポーション

　　　　　　　・細部の収まり
　　　　　　　・高欄、舗装の
　　　　　　　作り込み

　　　　　　　・利用イメージ
　　　　　　　・本橋の特徴PR

図一2作業手順

　　畢・

　　・愚

　　畢

4．アイデア出しの方針

　上記手順の中で最も苦心した「アイデア出し」につ

いて述べる。コンペの応募経験がある者は僅かであり、

ほとんどの者が初めての作品制作であったためか、最

初に集まった案は標準的な良く目にする橋を一般図で

用意するものが多く、コンペとしてふさわしい案が少

なかった。このため、橋梁デザインの経験者がアドバ

イスをしながら作成していったが、「技術者として納

得のいく案」、つまり、構造的な合理性を持ちっつ、

斬新な構造形態や新たな橋梁空間の使い方といったア

キーワード：橋梁デザイン、景観、アイデアコンペ
連絡先：〒114－0013　東京都北区東田端2－1－3　株式会社長大 ’『EL：03－3894－3229　FAX＝03－3894－3262



イデアを出すのに苦心した。普段から各方面にアンテ

ナを伸ばし、アイデアを蓄えておくことが必要である

と実感した。

　コンペで求められている要件は造形性や芸術性を備

えた地域のシンボルとなる橋梁である。アイデア出し

に際しては、　r技術者として納得のいく案」　（図一3）の

他に、市民へのアピールという観点を踏まえた「一般

市民が望む案」　（図一4）の2通りの方針で進めることと

し、最終的に34案を作成した。
　　　　　　　　　　　　　　　　丸数字は橋梁番号を示す

図一3技術者として納得のいく案

灘・難　撚

　　　　　　　図一5　最優秀賞作品

　　　　　　　図一4　一般市民が望む案

5．アイデァコンペ結果

　応募総数は455作品であり、最優秀賞は歩道橋の4作

品（図一5）のみ、優秀賞は13作品（図一6）、奨励賞は40作

品の合計57作品（表一2）であった。このうち、部会員の

入賞は6作品（図一3、4の赤枠）であり、5作品がr一

般市民の望む案」　であった。

　コンペ審査員はソウル大学等の学識経験者で造形・景

観、歴史・文化、構造・施工の3分野11名の構成である。

受賞作品は、構造的合理性に疑問を感じるものも見ら

れ、都会的な軽快感やモニュメンタルな形式、装飾要

素の強い橋上施設、ライトアップを効果的に使用した

プレゼンテーションのものが多く受賞していた。この

ことから、審査は一般市民の感覚を大切にした視点で

行われたと推測される。

図一6　優秀賞作品

表一2　受賞作品リスト

ロ：部会員の作品

橋梁番号 1 2 3456789101112 131141516 17181g 20 計
最優秀賞 一 一io一一一一一…O一一一一〇』一一一一〇 4

優秀賞 O＿ O一「O O』OO－OOOO－0 0一一O
13

奨励賞
O O OσOOOOO OOOO…00 00000 40
OOb・O OOOOO OOOO－OOOOOOO

※
＿　．■　』　　　　　　　　　　　　　　△　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4』　　　　57

6．おわりに

　今回のコンペ審査は一般市民の感覚を大切にした視

点で行われた。この審査結果を踏まえ、橋梁デザイン

に取り組むにあたり次のことを行う必要がある。

・一般市民が何を求めているかを真摯に受け止める必

　要がある。

・その求めているものを踏まえつつ、技術者として納

　得のいくものを仕上げていく必要がある。

　今回は時間的制約があり十分な作業が行えなかった

が、アイデアコンペの参加は橋梁デザインに対する理

解と能力を向上する上で有効であった。国内でもこの

ようなコンペが開催されることを期待する。
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